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概要 薩摩硫黄島は、薩摩半島の南の海上に位置し、面積11.65kIiiの島である。喜界カルデ
ラの火口壁にあたるといわれ、最高峰の硫黄岳(703.7ｍ)は、今も硫黄が噴出し火山
の島である。新しい火山活動によってできた島で、他の島に比べて植物の生育種数は
少ない。
２回の調査で、６１科138種の植物(シダ植物６科１０種、裸子植物４科４種、双子葉植
物39科93種、単子葉植物12科31種)を観察できた。
調査日2012年４月28日、２９日
2013年２月２日、３日
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